
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

令和 3 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「米・食味分析鑑定コンクール国際大会」（以下「米

コンクール」）で 13 年連続入賞するなど、木島平

村は優良米産地として全国的に認知され始めてい

るが、新型コロナウイルス感染症の影響等で米価

が下がっている傾向にあるが、直接米を売るとい

うＰＲ方法ではなく【PR 動画の作成】や【～メデ

ィアを活用した木島平米 PR 事業～】など状況に

応じた事業を実施。さらなる優良米産地として本

村が認識されるように努めた。 

 

①米コンクール連続入賞を目指すための研究 

②水稲栽培先進地視察研修 

③木島平米及び木島平産金紋錦 PR 動画作成 

④米コンクール出品支援 

⑤13年連続入賞 PR活動 

⑥SNS広告 

⑦紙媒体によるメディア広告 

⑧メディアを活用した～木島平米酒米～ＰＲ事

業 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があった

か、項目毎に記載すること。 

➀令和 3年の米コンクールで木島平米が 14

年連続入賞を果たした。 

②支援金を活用し SNSやラジオ・雑誌など多

岐にわたる方法で木島平米を PRできた 

今後の取り組み 
 

 

令和 4 年度以降も本支援金などを活用し、地域一体で木島平村をさらなる優良米産地と

して推進していくとともに、本事業で作成した物品やデジタル空間を有効的に活用し、木

島平米を更に PRしていく。 

 また、令和 4年度における米コンクールの国際総合部門で金賞を受賞すると、全国で 2

例目となる「WRA（WORLD RICE AWARDS10）GOLD10」の受賞対象となるため、金賞を目指し

たい。 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 さらなる良質米を目指してジャンプ～木島平米ＰＲ推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

木島平村役場 産業企画室 

下高井郡木島平村往郷 914 番地 6 

事業区分 ⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,395,064 円（うち支援金：1,916,000 円） 

①木島平村のさらなる優良米産地化 

②新たな生活様式に対応したＰＲ方

法の基盤づくり 

③木島平米の販売促進 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

令和 3 年度も米コンクールで入賞

し、さらなる優良米産地として地

位を確立できた。新型コロナウイ

ルス感染症の状況を伺いながら木

島平米のＰＲをすることができ

た。 

 【目標・ねらい】 

 


